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　「
暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
」の
山
梨
づ
く
り
に
向
け
、ま
ず
、当
面
速
や
か
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、現
下
の
県
内
景
気
や
雇
用
情

勢
を
踏
ま
え
、国
の
緊
急
経
済
対
策
に
呼
応
し
た
施
策
を
早
急
に
実
施
し

ま
す
。こ
の
た
め
、昨
年
度
２
月
補
正
予
算
と
本
年
度
当
初
予
算
に
、合
わ
せ

て
４
５
０
億
円
を
超
え
る
事
業
費
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、県
内
景
気

の
回
復
に
向
け
、迅
速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、県
民
の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

策
定
し
ま
し
た「
第
二
次
や
ま
な
し
防
災
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、防

災
・
減
災
対
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、本
年
度
は
、国
民
文
化

祭
の
開
催
や
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
可
否
決
定
な
ど
、全
国
か
ら
の

注
目
が
本
県
に一
段
と
集
ま
る
年
と
な
り
ま
す
の
で
、こ
れ
を
本
県
の
飛
躍
の

機
会
と
す
る
よ
う
全
県
挙
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
以
降
の
産
業
構
造
の
大
き
な
変
化
や
、少
子
高
齢

化
に
伴
い
人
口
が
減
少
に
転
じ
た
こ
と
な
ど
、本
県
は
大
き
な
時
代
の
転
換

期
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、本
県
の
経
済
・
社
会
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

昨
年
掲
げ
た「
新
産
業
の
創
出
」「
定
住
人
口
の
確
保
」「
甲
府
市
中
心
部
の

再
整
備
」の
三
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、本
年
度
も
引
き
続
き
特
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、県
議
会
か
ら
ご
提
言
を
い
た
だ
い
た
鳥
獣
被
害
対
策
、子
育
て
支

援
を
社
会
全
体
で
取
り
組
む
体
制
の
整
備
、障
害
者
支
援
等
の
地
域
福
祉

の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、県
民
の
皆
さ
ま
誰
も
が
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
山
梨

の
実
現
に
向
け
て
、渾
身
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、皆

さ
ま
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山梨県知事  横内正明

本県の財政状況

　経済再生を図るための経済対策や防災・減災対策、さら
には、本県が本年度、全国から注目を集めるイベントなどに
対して、速やかに取り組みを進めます。

　産業構造の大きな変化や、少子高齢化に伴い人口が減
少に転じる中、本県の経済・社会の活力を維持していくため
の取り組みを強力に推進します。Ⅰ 国の補正予算の活用による経済再生

   国に呼応した経済対策の取り組み
　●平成24年度2月補正への公共事業費などの追加計上
　　(345億3,667万円)
　●緊急雇用創出事業による雇用機会の創出、新卒未就職者や離
　　転職者への就業支援(31億9,887万円)　など

Ⅱ 防災・減災対策
　「第二次やまなし防災アクションプラン」に基づく施策
　 を重点的に実施
　●防災アドバイザーの市町村への派遣(65万円)
　●富士北麓公園への防災行政無線の増設(1億6,002万円)
　●防災拠点機能を備えた防災新館の整備(41億8,321万円)
　●消防学校の整備(14億2,246万円)　など

Ⅲ 国民文化祭および富士山世界文化遺産登録
　 本県が本年、全国から注目を集めるイベントへの対応
　●富士の国やまなし国文祭の通年開催(6億5,259万円)
　●エンジン01文化戦略会議オープンカレッジの開催(2,000万円)
　●全国障害者芸術・文化祭の開催(3,600万円)
　●富士山の世界文化遺産登録の推進、登録後の保存活用やイベ
　　ントの開催、誘客促進(7,488万円)　など

当面速やかに取り組むべき課題 時代の転換期
 力を入れるべき三つの課題

Ⅰ 新産業の創出
　●産業政策アドバイザーの訪問指導などにより下請け依存型経営
　　からの脱却を目指す中小企業を支援する経営塾の開催(110万円)
　●燃料電池関連産業の製品化に向けた研究開発などへの支援や
　　展示会などによる燃料電池自動車の普及促進(6,032万円)
　●海外展示会への出展などに対する支援(750万円)
　●ジェトロ山梨貿易情報センターの開設(1,000万円)　など

Ⅱ 定住人口の確保
　●二地域居住や移住、Ｕ・Ｉターン情報をワンストップで提供する
　　「やまなし暮らし支援センター」の開設(2,254万円)
　●同センターと連携する市町村の受入体制充実への支援(121万円)
　●大学卒業予定者等向けの就職ガイダンスの開催(150万円)
　●地域産業界と工業系高校が連携した専門的職業人の育成
　　(430万円)　など

Ⅲ 甲府市中心部の再整備
　●県都の玄関口である甲府駅南口周辺地域の再整備
　　(5億2,500万円)
　●本年秋にオープンする防災新館1階「やまなしプラザ」に設置する
　　山梨ジュエリーミュージアム、まるごとやまなし館、オープンカフェ
　　などによる活気やにぎわいの創出　など

警察費
225億円
4.9%

衛生費
223億円 
4.8%

歳入総額
4,631億円

歳出総額
4,631億円

農林水産業費
283億円
6.1%

歳 入 歳 出

平成25年度 当初予算額

「暮らしやすさ日本一の県づくり」に向けて

●歳入面では、法人二税などが落ち込み、実質県税総額（※1）は、４２億円（４．４％）
　減少（※2）して９２７億円となる見込みです。
●また、地方交付税（１，３０５億円）と臨時財政対策債（※3）（３２５億円）を合わせ
　た実質交付税は、１，６３０億円となり、３３億円（２．０％）の減少を見込んでおり、
　一般財源の総額としては、８４億円（２．９％）の減少となる見込みです。
●一方、歳出面では、社会保障関係費や公債費など、義務的経費の増加が避
　けられないことに加え、県庁舎耐震化等整備のほか、消防学校の整備や県
　立学校の改築整備など、必要不可欠な大規模事業の実施に所要の財源を
　確保する必要があります。
●このため、平成２５年度の予算編成に当たっては、歳出全般にわたって徹底
　的な見直しを図るとともに、将来にわたって持続可能な財政運営を確保する
　ため、公共事業等の段階的縮減や県単独補助金の見直しなど、行動計画に
　基づく行財政改革に引き続き取り組み、さらに、退職手当の支給水準の段階
　的な引き下げの対象を一般職から特別職にも拡大することとした上で、限ら
　れた財源の重点的かつ効率的な配分に努めました。

※1 実質県税総額………県税総額と地方法人特別譲与税を合わせたもの
※2 増減の比較は、特に表記のない限り、平成２４年度当初予算額との比較
※3 臨時財政対策債……本来、地方交付税として配分すべきところ、交付税原資などが不足した場合

に、地方公共団体がその分を立て替えて発行する、実質的には地方交付税
である県債（後年度、元利償還金の全額が、地方交付税で措置される）

県の防災拠点となる防災新館

甲府駅南口駅前広場(完成後イメージ)

「やまなし暮らし支援センター」を
開設する有楽町･東京交通会館

燃料電池自動車の普及促進

  

平
成
25
年
度 

当
初
予
算

「
暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一の
県
づ
く
り
」に
向
け
て

その他支出 
255億円 5.5%

教育費
908億円
19.6%

公債費
862億円
18.6%

土木費
593億円
12.8%

民生費
512億円
11.1%

商工費
416億円
9.0%

総務費
354億円
7.6%

地方交付税
1,305億円
28.2%

県 税
819億円
17.7%県 債

693億円
15.0%

繰入金
586億円
12.6%

国庫支出金
538億円
11.6%

その他収入
690億円
14.9%
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　れた財源の重点的かつ効率的な配分に努めました。

※1 実質県税総額………県税総額と地方法人特別譲与税を合わせたもの
※2 増減の比較は、特に表記のない限り、平成２４年度当初予算額との比較
※3 臨時財政対策債……本来、地方交付税として配分すべきところ、交付税原資などが不足した場合

に、地方公共団体がその分を立て替えて発行する、実質的には地方交付税
である県債（後年度、元利償還金の全額が、地方交付税で措置される）

県の防災拠点となる防災新館

甲府駅南口駅前広場(完成後イメージ)

「やまなし暮らし支援センター」を
開設する有楽町･東京交通会館

燃料電池自動車の普及促進
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その他支出 
255億円 5.5%

教育費
908億円
19.6%

公債費
862億円
18.6%

土木費
593億円
12.8%

民生費
512億円
11.1%

商工費
416億円
9.0%

総務費
354億円
7.6%

地方交付税
1,305億円
28.2%

県 税
819億円
17.7%県 債

693億円
15.0%

繰入金
586億円
12.6%

国庫支出金
538億円
11.6%

その他収入
690億円
14.9%
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「暮らしやすさ日本一の県づくり」に向けて

平成２５年度当初予算の主要事業
●地場産業市場獲得支援事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1,696万円
　本県地場産業の国内外での市場獲得を支援するため、企業の販売力やデザイン力の強化
に向けた取り組みを行います。

●甲州ワイン海外プロモーション支援事業費補助金‥‥‥‥‥‥‥580万円
　県産ワインのブランド確立を図るため、ＥＵ諸国でのプロモーション活動に対し助成します。

●ジュエリーミュージアム事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2億2,063万円
　本県のジュエリーの情報発信とにぎわいの創出のため、9月28日、防災新館1階に山梨ジュ
エリーミュージアムを開館します。

●ジェトロ山梨貿易情報センター負担金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1,000万円
　本県工業製品や農産物などの海外への販路拡大を促進するため、ジェトロ山梨貿易情報
センターの運営費の一部を負担します。

●ブドウ簡易雨よけ施設設置事業費補助金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2,409万円
　ブドウの生産の安定化と品質向上を図るため、簡易雨よけ施設の設置に対し助成します。

●就農定着支援制度推進事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5,281万円
　果樹農業などの新規就農者の確保・定着を図るため、技術指導や生活支援を行います。

●緊急雇用創出事業臨時特例基金事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥31億9,887万円
　離職を余儀なくされた方に対し、就業機会の創出を図るため、直接雇用や民間への委託
事業などを実施します。

「元気産業創出」チャレンジ

●エネルギー地産地消推進事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥341万円
　地域の特性を生かしたクリーンエネルギーの導入を促進するため、太陽光発電設備に関す
る情報の提供や相談窓口の設置などを行います。

●小水力発電推進事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1億6,100万円
　モデル施設として大城川発電所（仮称）の建設に着手するほか、今後10年間で新たに10
カ所程度の新規開発を目指す「やまなし小水力ファスト10」をスタートさせます。

●森林環境保全基金事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5億2,031万円
　森林を保全して次の世代に引き継ぐとともに、地球温暖化防止の取り組みを一層推進する
ことの重要性に鑑み、森林および環境の保全に関する事業を実施します。

●特定鳥獣適正管理費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1億1,943万円
　保護管理計画に基づき、特定鳥獣の適正な管理を行います。

●クニマス展示施設調査事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥146万円
　クニマスの保全による地域振興を図るため、クニマスの展示施設の整備に向けた調査を
行います。

●富士山世界文化遺産保存活用推進事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4,492万円
　富士山の適切な保存管理を行うとともに、来訪者に対し顕著な普遍的価値を伝えます。

●特別観光キャンペーン事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2,100万円
　富士の国やまなし国文祭の開催などを好機に本県のイメージアップを図り、観光客の積
極的な誘致を推進します。

●国際観光トップセールス事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥792万円
　海外からの誘客促進を図るため、韓国、インドネシアにおいて行政関係者、旅行会社、メ
ディアなどへのトップセールスを行います。

●おもてなし森林景観創出事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1,106万円
　登山者、旅行者などに親しまれる、森林からの美しい景観を創出するため、眺望地点にお
ける森林整備などを行います。
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「環境先進地域」チャレンジ2

「ウェルカム、おもてなし」チャレンジ3 「改革続行」チャレンジ7

「交いの国」チャレンジ4

「生涯あんしん地域」チャレンジ5

「未来を拓く人づくり」チャレンジ6

●リニア駅周辺整備基本方針策定事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1,629万円
 本県の新たな玄関口となるリニア駅周辺の土地利用や基盤整備などの基本的な指針とな
るリニア駅周辺整備基本方針を策定します。

●リニア見学センターリニューアル事業費‥‥‥‥‥‥‥‥9億8,881万円
 山梨リニア実験線での走行試験再開に向け、平成26年度早々のリニューアルオープンを
目指して、子どもから大人まで楽しく学べる空間として再整備を行います。

●セミ・オープンシステム導入事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4,200万円
 分娩取扱医療機関がない地域の妊婦の負担軽減を図るため、健診を身近な医療機関で行
うセミ・オープンシステムの導入を図ります。

●やまなし子育て応援カード事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥504万円
　企業の協賛により料金割引などの特典が受けられる子育て世帯の対象を、18歳未満の子
どもが3人以上いる世帯から、1人以上または妊婦のいる世帯に拡大します。

●富士・東部口腔保健センター運営事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥456万円
　都留市立病院敷地内にセンターを開設し、休日の歯科診療や心身障害児(者)の歯科診療
などを行います。

●富士・東部地域小児リハビリテーション推進事業費‥‥‥‥‥‥1,411万円
　富士・東部地域における小児リハビリテーションの充実を図るため、富士ふれあいの村敷
地内に診療所を整備します。

●難聴児補聴器購入事業費補助金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥200万円
　軽度・中等度難聴児の健全な育成を図るため、補聴器の購入を支援する事業に対し助成
します。

●ゲノム解析・研究事業費補助金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2,000万円
　質の高いがん医療を提供するため、ゲノム解析センターにおけるがん患者の遺伝情報の
解析などに対し助成します。

●いじめ・不登校対策事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2億2,082万円
　スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの活用などにより、児童・生徒への
支援の充実を図ります。

●国民文化祭費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6億5,259万円
　本県の文化力の向上とイメージアップを図るため、全国初の通年開催となる国民文化祭
を開催します。

●ヴァンフォーレ甲府練習環境整備費補助金‥‥‥‥‥‥‥‥‥2,000万円
　本県の経済活性化およびイメージアップを図るとともに、県民の見るスポーツを振興する
ため、ヴァンフォーレ甲府の練習環境整備に対し助成します。

●環境整備事業団経営支援補助金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4億1,600万円
　環境整備事業団の財務基盤の安定を図るため、産業廃棄物最終処分場事業の損失処理
に対し助成します。

●林業公社造林事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5億559万円
　林業公社の廃止に向け、債務抑制と分収林の適切な管理を図るため、土地所有者との契
約変更協議と公社運営を支援します。

●若彦トンネル湧水活用調査費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥498万円
　若彦トンネルからの湧水をミネラルウオーターとして活用するため、水質調査などを実施
します。

Yamanashi

深城ダムの放流水を利用した小水力発電

山梨ジュエリーミュージアム・展示室（イメージ）

ブドウ簡易雨よけ

世界最速記録を出したリニア車両を展示（イメージ）

小児リハビリテーション

湧水をミネラルウオーターに活用

最新のゲノム解析装置
（県立中央病院）

富士の国やまなし国文祭（会期：1月12日～11月10日）

韓国･ソウル市で山梨の魅力をトップセールス

クニマスの稚魚
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「暮らしやすさ日本一の県づくり」に向けて

平成２５年度当初予算の主要事業
●地場産業市場獲得支援事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1,696万円
　本県地場産業の国内外での市場獲得を支援するため、企業の販売力やデザイン力の強化
に向けた取り組みを行います。

●甲州ワイン海外プロモーション支援事業費補助金‥‥‥‥‥‥‥580万円
　県産ワインのブランド確立を図るため、ＥＵ諸国でのプロモーション活動に対し助成します。

●ジュエリーミュージアム事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2億2,063万円
　本県のジュエリーの情報発信とにぎわいの創出のため、9月28日、防災新館1階に山梨ジュ
エリーミュージアムを開館します。

●ジェトロ山梨貿易情報センター負担金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1,000万円
　本県工業製品や農産物などの海外への販路拡大を促進するため、ジェトロ山梨貿易情報
センターの運営費の一部を負担します。

●ブドウ簡易雨よけ施設設置事業費補助金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2,409万円
　ブドウの生産の安定化と品質向上を図るため、簡易雨よけ施設の設置に対し助成します。

●就農定着支援制度推進事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5,281万円
　果樹農業などの新規就農者の確保・定着を図るため、技術指導や生活支援を行います。

●緊急雇用創出事業臨時特例基金事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥31億9,887万円
　離職を余儀なくされた方に対し、就業機会の創出を図るため、直接雇用や民間への委託
事業などを実施します。

「元気産業創出」チャレンジ

●エネルギー地産地消推進事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥341万円
　地域の特性を生かしたクリーンエネルギーの導入を促進するため、太陽光発電設備に関す
る情報の提供や相談窓口の設置などを行います。

●小水力発電推進事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1億6,100万円
　モデル施設として大城川発電所（仮称）の建設に着手するほか、今後10年間で新たに10
カ所程度の新規開発を目指す「やまなし小水力ファスト10」をスタートさせます。

●森林環境保全基金事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5億2,031万円
　森林を保全して次の世代に引き継ぐとともに、地球温暖化防止の取り組みを一層推進する
ことの重要性に鑑み、森林および環境の保全に関する事業を実施します。

●特定鳥獣適正管理費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1億1,943万円
　保護管理計画に基づき、特定鳥獣の適正な管理を行います。

●クニマス展示施設調査事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥146万円
　クニマスの保全による地域振興を図るため、クニマスの展示施設の整備に向けた調査を
行います。

●富士山世界文化遺産保存活用推進事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4,492万円
　富士山の適切な保存管理を行うとともに、来訪者に対し顕著な普遍的価値を伝えます。

●特別観光キャンペーン事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2,100万円
　富士の国やまなし国文祭の開催などを好機に本県のイメージアップを図り、観光客の積
極的な誘致を推進します。

●国際観光トップセールス事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥792万円
　海外からの誘客促進を図るため、韓国、インドネシアにおいて行政関係者、旅行会社、メ
ディアなどへのトップセールスを行います。

●おもてなし森林景観創出事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1,106万円
　登山者、旅行者などに親しまれる、森林からの美しい景観を創出するため、眺望地点にお
ける森林整備などを行います。
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●リニア駅周辺整備基本方針策定事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1,629万円
 本県の新たな玄関口となるリニア駅周辺の土地利用や基盤整備などの基本的な指針とな
るリニア駅周辺整備基本方針を策定します。

●リニア見学センターリニューアル事業費‥‥‥‥‥‥‥‥9億8,881万円
 山梨リニア実験線での走行試験再開に向け、平成26年度早々のリニューアルオープンを
目指して、子どもから大人まで楽しく学べる空間として再整備を行います。

●セミ・オープンシステム導入事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4,200万円
 分娩取扱医療機関がない地域の妊婦の負担軽減を図るため、健診を身近な医療機関で行
うセミ・オープンシステムの導入を図ります。

●やまなし子育て応援カード事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥504万円
　企業の協賛により料金割引などの特典が受けられる子育て世帯の対象を、18歳未満の子
どもが3人以上いる世帯から、1人以上または妊婦のいる世帯に拡大します。

●富士・東部口腔保健センター運営事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥456万円
　都留市立病院敷地内にセンターを開設し、休日の歯科診療や心身障害児(者)の歯科診療
などを行います。

●富士・東部地域小児リハビリテーション推進事業費‥‥‥‥‥‥1,411万円
　富士・東部地域における小児リハビリテーションの充実を図るため、富士ふれあいの村敷
地内に診療所を整備します。

●難聴児補聴器購入事業費補助金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥200万円
　軽度・中等度難聴児の健全な育成を図るため、補聴器の購入を支援する事業に対し助成
します。

●ゲノム解析・研究事業費補助金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2,000万円
　質の高いがん医療を提供するため、ゲノム解析センターにおけるがん患者の遺伝情報の
解析などに対し助成します。

●いじめ・不登校対策事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2億2,082万円
　スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの活用などにより、児童・生徒への
支援の充実を図ります。

●国民文化祭費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6億5,259万円
　本県の文化力の向上とイメージアップを図るため、全国初の通年開催となる国民文化祭
を開催します。

●ヴァンフォーレ甲府練習環境整備費補助金‥‥‥‥‥‥‥‥‥2,000万円
　本県の経済活性化およびイメージアップを図るとともに、県民の見るスポーツを振興する
ため、ヴァンフォーレ甲府の練習環境整備に対し助成します。

●環境整備事業団経営支援補助金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4億1,600万円
　環境整備事業団の財務基盤の安定を図るため、産業廃棄物最終処分場事業の損失処理
に対し助成します。

●林業公社造林事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5億559万円
　林業公社の廃止に向け、債務抑制と分収林の適切な管理を図るため、土地所有者との契
約変更協議と公社運営を支援します。

●若彦トンネル湧水活用調査費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥498万円
　若彦トンネルからの湧水をミネラルウオーターとして活用するため、水質調査などを実施
します。

Yamanashi

深城ダムの放流水を利用した小水力発電

山梨ジュエリーミュージアム・展示室（イメージ）

ブドウ簡易雨よけ

世界最速記録を出したリニア車両を展示（イメージ）

小児リハビリテーション

湧水をミネラルウオーターに活用

最新のゲノム解析装置
（県立中央病院）

富士の国やまなし国文祭（会期：1月12日～11月10日）

韓国･ソウル市で山梨の魅力をトップセールス

クニマスの稚魚

 




